
日本沿岸域学会 研究グループ 研究計画提案書 

平成 19 年 3 月 30 日 

①  研究テーマ 沿岸域のワイズユースとルール化に関する研究 

② 
 

目
的 

昨今、沿岸域において、海面利用調整や環境保全に関わる関係者間のルール（地域内の申し合わせ、協定、計

画、構想等）が、全国各地で作成されるようになった。これらルール化の取組は、テーマや内容、関わる主体、熟度

も様々であり、一概に評価、論じることはできない。 

本研究は、各地域で実践されている沿岸域のルール化の動きに着目し、どのような特徴（漁業権との関係等）と

課題を内包しているか、さらには当該地域へ及ぼす影響（効果）や現状におけるルール化そのものの限界につい

て、主として漁業サイドから整理・分析するとともに、これらをもとにルール化の効用と目指すべき目標・態様につい

て考察することを目的とする。 

③ 
 

活
動
内
容 

 本研究は、次のフレームワークに基づき実施する。適宜研究会を開催し、内容の精査に努める。 

１．沿岸域におけるルール化の本質と今日的課題（総論） 

２．ルール化の実態（各論：事例調査） 

1） 事例地：知床（世界自然遺産）、湘南地域・大阪湾（大都市）、佐世保（放置艇）等の沿岸域利用を検討する。 
2） ルールの根拠、ルールの拘束性・実効性、ルールの自律性などの観点から整理・分析する。 

３．ルールを規定する普遍的要素を抽出し、ワイズユースに向けた望ましい沿岸域ルールを明らかにする（結論）  
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研究期間 

 

平成１９年６月～平成２１年３月 開催頻度 研究会は年３回を想定。 

事例調査随時実施。 

⑤  日程表 

開催場所 

 

研究会は随時決定。 

事例調査は随時実施。 

⑥  研究運営費  

 

 


